
浜松城 浜松市中区元城町 100-2 

築城時の城主は不明だが、16 世紀前半には今川支配下の飯尾が城主を務めていた。現在の

城の北東部にある元城町東照宮境内にその名残を留めている。家康は駿府に攻め込んでき

た武田信玄の侵攻に備え、天下を取るには武田を倒さなければならないと判断、元亀元年

(1570)、築城に着手し 29 歳から 45 歳までの 17 年間を同城で過ごす(元城の曳馬城か?)。

その間には三方ヶ原の戦いで最大の敗北をした。天正 18 年(1590)に秀吉により家康は関東

に移封されたので、秀吉の重臣堀尾吉春が城主となり現在の浜松城の原型が築かれた。江戸

時代には代々徳川家とゆかりの深い譜代大名が守り、260 年間に 25 代の城主が誕生し在城

中に幕府の要職(老中 5 人、大坂城代 2 人、京都所司代 2 名、寺社奉行 4 名など、中でも有

名なのが天保の改革の水野忠邦)に就いた者も多く出世城と言われるようになった(パンフ)。 

(城の隣地にあった小学校跡地に大河ドラマ館を建設中) 

   
城の説明版        来年の向けドラマ館建設中     若き家康像 

   

  石垣は当時のまま 

   
天守(工事中)          櫓                      櫓と天守 



   
天守を支える石垣           門を支える石垣と鏡石 

 

引間城(曳馬城)本丸跡で三方が原で敗戦した家康はこの城に撤退した。 

   

家康が最初に居城とした跡地、その後手狭になり現在の地に城を移す 出世城の元祖の地 

 

同説明版 


